


























カヌー競技 には、静水上 で タイム を競 う レー
シング と川や渓流 で タイムを競 うス ラロームや
ワイル ドウォー ターがあ るが、一方 、ボー ルを
使って得点 を競 う競技 と して カヌーポ ロ競技 が
あ る。 カヌ ー ポ ー ロ競 技 は、長 さが約35mで
幅がその3分 の2程 度の静水 の競技 エ リア内で
行われ る。 そのエ リアの両端 の中央 に水面か ら
2mの 高 さ に縦1.Om、横1.5mのゴ ー ル ポ ス
トがあ り、艇上 か らシュー トを放 って時間内 に
得点 を競 う。競技 時 間は前半 と後半 の各10分間
で あ り、ハ ー フタイムは3分 間であ る。
これ まで カ ヌー 競技 につ い て は、 レー シ ン
グ5)11)13)16)やス ラ ロー ムの 選 手9)10)を対 象 と し























る運動が続 き、運動強度も高 く、運動量 も高い
ことが予想 される。 また、このような激 しい運
動のために乳酸性エネルギー供給機構がかな り

























測定項 目は、心拍数(以 下HR)と 血中乳酸
表1.被 検者の年齢と身体的特徴および競技歴
(N=10).
濃度(以 下BL)で あった。HRの 測定 は、ワ
イヤ レス心拍計測がで きる心拍計(ポ ラール社




て、解析 ソフ ト(ポラール社製)を 用いて解析
した。HRの測定は、ウォー ミングアップを開
始する前に地上で机座位にて安静時の測定をし
た。その後、連続 してHRを 記録 し、後半の試













HRと 試 合 直 後 のBLと の 関係 につ い て は
Pearsonの相関係数を求め、相関の有意性の検















































松岡弘記 ・滝沢宏人 ・原田康明 一27
タが測定 ミスにより記録で きなかった。 このた
め図1に 試合中のHRの 変化を被検者9名 の平
均値と標準偏差で示 した。試合中のHRは 、前
半の試合では試合を開始 して1分 目か らすでに
150拍//分程度に上昇 し、その後、160拍/分か
































































図2.試 合 直 前 と 試 合 の 前 半 終 了 直 後 、後 半 終 了 直
後 、5分 後 、10分後 の 血 中乳 酸 濃 度 の 変 化(N
=10).
図 中 の プ ロ ッ トは平 均 値 ±SD.
対 試 合 直 前(***:P<0.001,
**:P<0.01,*:P<0.05).
対 前 半 終 了 直 後(† † †:P<0.001,
f:P<0.05).
各 々10分間 の平 均HRを 個 人値 と平 均値 ±標 準
偏差 をそれぞ れ表2に 示 した。9名 の平均 値 で
は、前 半 は164±5拍/分 であ り、 後半 は163±
5拍/分 で あった。 また、個 人にお ける10分間
の平均HRの 前半 と後半 との差 は、+5拍/分
～-8拍/分 の範囲 にあ った。 一方、試 合中 の
平 均HRの 個 人 間 の差 は、前 半 で は被 検 者B
が 最 も低 く、149±11拍/分で あ り、最 も高 か
ったの は被 検 者Gの189±5拍/分 であ り、 そ
の差 は40拍/分 であ った。 また、後半 では最 も
低 か っ た の が 被 検 者Dの144±8拍/分 で あ
り、最 も高か った の は被検 者Gの190±6拍/
分で あ り、そ の差 は46拍/分 であっ た。
試合 直前、前 半の試合 終了直 後、後半 の試合
の終了 直後、5分 後 と10分後 におけ る被検 者10
名のBLの 変化 を平均 値 と標準偏 差 で図2に 示
した。前 半の試 合終 了直 後のBLは 、試合 直前
の値 よ りも有 意 に増 加(P<0.001)し、後 半
の試合終 了直後 、5分 後 、10分後 の各 々の値 は
いず れ も試 合 直前 の 値 よ り も有 意 に 高 か った
(p<0.01,P<0.05,P<0.05)。また 、前 半 の
試 合終 了 直 後 のBLの 値 は、5.58±1.81mmol
/1と な り、後 半 の 試 合 終 了 直 後 で は5.27±
2.24mmol/1と若 干低 くなっ たが 、その差 は統
計的 に有意 で は なか っ た(P>0.05)。さらに、
後半の試合 終了5分 後 と10分後 の値 は、前 半の
試 合 終 了 直 後 の 値 よ り も そ れ ぞ れ86.4%、
76.0%とな り、有 意 に減 少 した(P<0.05,P
<0.001)o
一方、試 合直前 、前半 の試合終 了直後、 後半
の試合の終 了直後 、5分 後 と10分後 にお ける個
人 のBLの 変 化 を表3に 示 した。試 合 直 前 の
BLが 、最 も 低 か っ た の は 被 検 者1の2.15
mmol/1であ り、最 も高 か った の は被 検 者D
の3.37mmol/1であ った。 ま た、BLの ピー ク
値 は、最 も低 か っ た の は 被 検 者Cの3.01
mmol/1であ り、最 も高 か っ た の は被 検 者G
の9.92mmo1/1であ り、各個 人の試合 直前 の値
に比べ てBLの ピー ク値 は1.2倍～4.3倍に なっ
た。 さ らに、BLの ピー ク値 の 出現 は、前 半終
了直 後 に 出現 した 者 は被 検 者10名中7名 で あ
















































相手コー トまで進入して攻撃 に参加 し、他の選
手と同 じような移動 をしたり、キーパー自体が
5名で自由に入れ替わることから、本研究では
キーパーのHRと キーパー以外 の他 の選手 の







ゴメー ター を用いたパ ドリング中のVO2max
の測定をしていないため、 カヌーポロ競技中の
HRか ら相対的 な運動強度 を%VO2maxで推
定することは不可能であった。本研究のカヌー
ポ ロ競技 における模擬試合 中の10分間の平均
HRは、被検者9名 の平均で前半 は164±5拍/
分であ り、後半 は163±5拍/分であった。 こ
の9名 の平均 での年齢か ら推定1)したHRmax
の推定を試みると198拍/分であ り、この値か
らみ ると%HRmaxはそれぞれ前半は82.8%と






尾 ら17)は報告 している。パ ドリングの特徴は、







カヌー競技 と同 じように腕作業が主体 となると
考えられる。
これまでカヌー選手については、腕作業と脚








動筋量が少ないもの と考 え られる。一方、カ
ヌー艇上で全力パ ドリングやカヌーエルゴメー
ターによ りVO2maxを測定 した研究11)12>15)か
らは、比較 的高 いVO2max値が得 られて お





















半と後半終了時および5分 後 と10分後に採血 し
てBLの 測定を実施 した。その結果、被検者に
より前半 と後半の試合終了直後のいずれかに
ピーク値の出現が生ず ることが明 らか となっ
た。また、前半の試合終了直後のBLの 値は、
5.58±1.81mmol//1とな り、後半の試合終了直










































る男子 一流競技者10名で あった。HRの 測定
は、模擬試合中(前 半と後半)に 継続 して実施
し、BLの採血は試合直前 と前半 と後半におけ
るそれぞれの試合終了直後お よび5分 後、10分
後に実施 してBLを 分析 した。その結果、以下
のことが明らか となった。
一30一 カヌーポロ競技の試合中の運動強度とエネルギー供給機構に関する研究
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